




































め、12月の時点では 11名（女児 7名、男児 4名）とな
った。「楽器であそぼう」1回目の 10月 15日の時点で 8
名中 5名は満 3歳であった。
活動に主に使用した 2歳児クラス保育室は約 43 m2
で、採光も十分で、幼児トイレや手洗いなど設備も整え
られ、窓側にアップライトピアノが設置されている。ま
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8、エッグシェイカー：長径が 5.5 cm、重さ 24 g、振る
と音が鳴るたまご型の体鳴楽器で、子どもでも持ちやす
い形状をしている（図 1 h）。
表 1 楽器であそぼう 全 7回の概要
月日 時間 活動場所 参加園児数 活動内容
1回目 10月 15日（火）
11 : 00～11 : 30 保育室 7名 楽器との出会い
2回目 10月 29日（火）
11 : 00～11 : 30 保育室 7名 楽器に親しむ
3回目 11月 12日（火）
11 : 00～11 : 40
多目的室
保育室 10名 ミュージックサーキット 1回目
4回目 11月 26日（火）
11 : 00～11 : 40
多目的室
保育室 7名 ミュージックサーキット 2回目
5回目 12月 10日（火）
14 : 00～14 : 20 保育室 7名 好きな楽器を自由に鳴らす
6回目 12月 24日（火）






















10月 15日 11 : 00～11 : 30







































































10月 29日 11 : 00～11 : 30





















































11月 12日（火）11 : 00～11 : 40


















































































11月 26日（火）11 : 00～11 : 40










































12月 10日（火）14 : 00～14 : 20（午前中に避難訓練
があり変更）


















































12月 24日（火）11 : 00～11 : 30























1月 14日（火）11 : 00～11 : 30



































































































表 9 「楽器であそぼう」7回目 保育室
歌と楽器 活動の様子
1 パプリカ、むすんでひらいて 一人が〈パプリカ〉を歌いだし、保育者の「みんなで歌おうか」の声がけで全員が動きをつけて歌い始める
2 すずであそぶ すずを持って「だるまさんがころんだ」であそぶ。〈どんぐりころころ〉の歌あそびをする
3 おもちゃのチャチャチャ 歌に合わせてすずの演奏歌いながらチャチャチャですずをリズムに合わせて鳴らす
4 すずと言葉でリズムあそび 子どもたちの名前に合わせてリズム打ち果物の名前でリズム打ち
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したい気持ちを何かが押さえ込んでしまっていたのか、
突然解き放たれたように大きな声で歌い始めた子どもも
いた。保育者は「7回の楽器あそびを伴った活動が 2歳
児の保育に適正であった」と言及した。今から何がある
のかと保育室を出た瞬間から生じていた期待感が好奇心
に繋がり、ミュージックサーキットで準備した楽器との
出会いをより興味深いものにした。
3、教育的な範囲内で、自由に選べる選択権
著者らは、今回のミュージックサーキットを計画する
際に、2歳児が演奏できそうな楽器を選定し、それらが
教材として相応しいものであるかどうか知ることを目的
とした。いずれの教材も子どもたちに充分受け入れられ
たが、ミュージックパッドだけは体重の軽い子どもにと
って、思うように音が鳴らない欠点が見られた。しか
し、手で押して音を鳴らしたり、両足で跳びのって音を
鳴らしたり、子どもたちはそれぞれ工夫し音を鳴らし
た。子どもたちに特定の楽器を与えるのではなく、ミ
ュージックサーキットのように自由に鳴らし何度も繰り
返すことができる教材の在り方は、子どもたちの「なぜ
だろう、こうなのかな、こうしてみよう」と考え、探求
する心を育み、「きっとこうだ」とやり遂げた時には達
成感を味わい、それが自信に繋がる。もちろんここで、
保育者の導きや共感が大きな役割を果たすことは言うま
でもない。
今回の試みで、子どもたちの楽器への興味を改めて知
ることができた。また、子どもたちは「音を聴く」こと
ができるようになった。保育者も「ミュージックベルで
私が〈かえるのうた〉を鳴らしてみると、子どもたちは
最後まで聴いていた。以前はこのように聴き入ることは
なかった・・・」と「楽器であそぼう」を振り返り、子ど
もたちの成長について語った。
4、時と場合に応じて、リーダーであったり、立会人で
あったりまた音楽仲間であったりする教師
教師とあるが、ここでは保育者と置き換え考えたい。
保育者は子どもの些細な言動を見逃さず、子どもの行動
を制限したり強要することなく、「先生楽しそう・・・わた
しも」と子どもたちが自然に引き込まれ楽しいことが経
験できるようさりげなく援助している。
著者らは音楽あそびに関わる教材を対象として本研究
に取り組み、「ミュージックサーキット」を含む 7回の
「楽器あそび」の実践を試みた。その結果、様々な音を
楽しむことができる多様な楽器の存在と、それらを自由
に鳴らし保育者や友達とあそびを共有することが、子ど
もたちの音や楽器への興味を助長することがわかった。
また、子どもと過ごす保育者の在り方が大きく影響する
ことも、改めて感じるところである。津守4）は次のよう
に述べている。「（保育者が）子どもに向かうときには、
相手によって表現の仕方は異なる。真夏の太陽の明るさ
ではなく、曇り日の静かな明るさもある。子どもたちの
全体の活気の中で、それを反射するだけのおだやかな明
るさもある。保育者が子どもとの間で静かな明るさをも
って生きるとき、次第に、それぞれの子どもが自分から
生命的に動き出すであろう。」
今回のプログラムを実践した保育者らは、子どもたち
それぞれの表出の違いを認めることを大切にした。保育
者の子どもに対する受容や認めが子どもたちの心に届
き、子どもたちの自己肯定感とのびやかな表現活動に繋
がったと考える。今回のプログラムを終えて、保育者ら
は「声を出して歌わなかった子どもが 7回の楽器あそび
を経験した後、午睡時などによく歌うようになった。ミ
ュージックサーキットの経験は大きかった。月に一度で
も続けて実施したい」と語った。明らかに子どもたちに
変化が見られた。また、1・2歳児合同保育の時間に、
サーキットで使用する楽器を見つけた 1歳児たちが、目
を輝かせて楽器に近づき手に取ったと報告があった。著
者らは保育者としての経験を持たず、専門分野の知見か
ら保育を語ることに少なからず気おくれを感じていた
が、今後は「楽器であそぼう」「ミュージックサーキッ
ト」を、0歳児から 5歳児までの取り組みとして発展さ
せ、附属幼稚園保育者らと協働し、年齢に応じた教材の
在り方を研究することで、より実際的な教授内容として
学生に伝えることができれば本望である。
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